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防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

平
成
２１
年
三
豊
市
消
防
団
出
初
式

　
1
月
１１
日
、
平
成
２１
年
三
豊
市
消
防
団
出
初
式
が
上
高
瀬
小
学
校
運
動
場
で
挙
行
さ
れ
、
団
員

や
三
観
広
域
北
消
防
署
員
総
勢
約
１，
０
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
１０
年
・
２０
年
勤
続
の
団
長
表
彰
や
三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
長
表
彰
、
３０
年
勤
続

団
員
の
家
族
へ
の
市
長
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
 
今
年
は
消
防
操
法
や
一
斉
放
水
も

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
そ
ろ
い
の
式
服
に
身
を
包
ん
だ
団
員
は
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
１１
日
、
平
成
２１
年
三
豊
市
消
防
団
出
初
式
が
上
高
瀬
小
学
校
運
動
場
で
挙
行
さ
れ
、
団
員

や
三
観
広
域
北
消
防
署
員
総
勢
約
１，
０
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
１０
年
・
２０
年
勤
続
の
団
長
表
彰
や
三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
長
表
彰
、
３０
年
勤
続

団
員
の
家
族
へ
の
市
長
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
消
防
操
法
や
一
斉
放
水
も

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
そ
ろ
い
の
式
服
に
身
を
包
ん
だ
団
員
は
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

三
原
県
と
友
好
都
市
交
流
覚
書
調
印
式

全
国
表
彰
の
比
地
大
小
学
校
と
辻
小
学
校

が
市
長
を
表
敬

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

さ
ん
げ
ん
け
ん

全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
表
彰

表彰の授与

一斉放水

市長閲団

消防操法

表彰の授与

一斉放水

市長閲団

消防操法

　
１
月
１３
日
、
中
国
陝
西
省
三
原
県
と
の
友

好
都
市
交
流
覚
書
調
印
式
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
覚

書
に
は
三
原
県

規
律
検
査
委
員

会
の
張
粛
（
チ

ョ
ウ
・
シ
ュ

ク
）
氏
と
三
原

県
嵯
峨
郷
長
の

劉
向
東
（
リ
ュ

ウ
・
コ
ウ
ト

ウ
）
氏
、
副
市
長
と
宝
城
市
議
会
議
長
が
そ

れ
ぞ
れ
署
名
し
ま
し
た
。

　
三
原
県
は
、
平
成
１７
年
７
月
に
旧
三
野
町

と
友
好
協
定
を
結
び
、
文
化
・
教
育
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
三
豊
市
に
な
っ
て
か
ら
も
中
学
生
派
遣

事
業
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を
再
確
認
し
、
次

世
代
に
つ
な
が
る
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め

に
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
近
く
、
正
式
に

協
定
書
を
交
わ
す
予
定
で
す
。

　
１１
月
２７
日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
、
体
育
指
導
委
員

の
前
川
幸
夫
さ
ん（
詫
間
町
）が
全
国
体
育
指

導
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
１２
月
４
日
、
長
年
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
母
の
会
の

三
木
壽
々
子
さ
ん
（
詫
間
町
）
が
、
全
国
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
１２
月
１５
日
、
第
９
回
環
境
美
化
教
育
優
良

校
表
彰
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
部

門
で
最
優
秀
賞

（
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
）
を

受
賞
し
た
比
地

大
小
学
校
の
児

童
会
の
代
表
と

平
成
２０
年
度
学

校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
辻

小
学
校
の
校
長
が
、
市
長
を
表
敬
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
比
地
大
小
学
校
で
は
、
昭
和
３８
年
か
ら
地

区
全
戸
を
対
象
に
古
新
聞
・
雑
誌
や
ア
ル
ミ

缶
な
ど
の
資
源
回
収
を
実
施
し
て
、
車
い
す

や
物
品
を
老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
贈
し
た
り
、
環

境
教
育
実
践
活
動
で
、
学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
で
環
境
学
習
を
行
っ
た
り
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 、
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
交
付

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
で
全
国
表
彰

第
1
回
三
豊
市
環
境
市
民
会
議
を
開
催

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
展

三豊　花子

香川県三豊市

三豊市○○町×××番地

三豊市役所市民課　TEL：0875－73－3005

〈 見 本 〉

　
辻
小
学
校
で
は
、
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

を
教
材
の
中
心
に
置
き
、
食
育
の
推
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。
同
校
は
、
児
童
の
体
験
活
動

を
重
視
し
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
化
し
た
取

り
組
み
の
推
進
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　
１１
月
２６
日
、
平
成
２０
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
作
品
の
中
か
ら
、
三
豊
中
学
校

の
矢
野
彩
夏
さ
ん
（
２
年
）
が
、
財
団
法
人
明

る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

 　
平
成
２０
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
１
０
０
点
の
展
示
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
４
日（
水
）〜
１５
日（
日
）
 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
た
だ
し
、
１０
日（
火
）は
休
館
日

場
　
所
　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

▼
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
７３
・
３
０
０
０

　
１２
月
１１
日
、
第
１
回
三
豊
市
環
境
市
民
会

議
を
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、「
ご
み
は
す
べ
て
資
源
で
あ

る
」
を
理
念
に
、
市
の
ご
み
処
理
施
策
に
広

く
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
２０
人
の
中
か
ら
委
員
長

に
は
、
成
行
明
節
さ
ん
（
自
治
会
連
合
会

長
）、副
委
員
長
に
は
秋
山
ふ
み
枝
さ
ん
（
男

女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
会

長
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
今
後
、
環
境

市
民
会
議
の
意

見
を
ご
み
処
理

技
術
検
討
委
員

会
と
交
換
し
な

が
ら
年
度
内
に

市
が
進
め
る
ご

み
処
理
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い

く
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
衛
生
課
　
☎
７３
・
３
０
０
７

　
市
で
は
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
官
公
署
や
金
融

機
関
な
ど
で
の
本
人
確
認
や
年
齢
確
認
に
利

用
で
き
ま
す
。
　

交
付
場
所

　
市
民
課

交
付
方
法

・
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公

　
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
証
明
書
を
持
参

　
す
る
場
合
、
本
人
が
申
請
す
れ
ば
即
日
発

　
行
で
き
ま
す
。

・
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
証
明
書
を

　
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
自
宅
へ
照
会
書

　
を
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
照
会
書
を
持
参
す

　
れ
ば
発
行
で
き
ま
す
。

※
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
・
無
帽
・

　
無
背
景
の
顔
写
真
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
顔
写
真
サ
イ
ズ
「
縦
４.５
　
×
横
３.５
　
」

（
写
真
な
し
の
住
民

　
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
の
発
行
も
で
き
ま

　
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課

　

☎
７３
・
３
０
０
５

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
正
確
を
期
す
た
め
、
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

耕
作
面
積
等
に
誤
り
が
な
い
か
等
の
確
認
を

す
る
人
は
、
左
記
の
期
間
内
に
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
２１
年
度
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
か
等
の
確
認
を
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
２
月
２３
日（
月
）〜
３
月
９
日（
月
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
２
階
　
総
務
課
内
）

※
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
縦
覧

　
期
間
を
経
て
３
月
３１
日（
火
）に
確
定
し
た

　
後
、
１
年
間
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

　
右
記
の
名
簿
縦
覧
期
間
以
外
は
縦
覧
で
き

　
ま
せ
ん
。
名
簿
登
録
確
認
等
を
す
る
人
は

　
必
ず
右
記
期
間
内
に
申
し
出
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
７３
・
３
０
０
０

cm
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市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

24 議
　
会
　
日
　
誌

月
12

日

総
務
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

15
月
1

日

16
日

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

平
成
二
十
年
 
第
四
回
 
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
20
年
第
４
回
三
豊
市
議
会
定

例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
22
日
ま
で

の
20
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
平
成
19

年
度
三
豊
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
な
ど
決
算
13
件
を
認
定
。
ま
た
、
三

豊
市
税
条
例
の
一
部
改
正
・
平
成
20

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
件

を
可
決
。
そ
の
他
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
人
事
案
件
７
件
の
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
選
任
、
３
件
の
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
同
意

し
ま
し
た
。

▲第４回定例会

　
初
日
に
は
、
三
豊
市
一
般
会
計
補

正
予
算
６
億
６，
２
９
１
万
２
千
円

を
増
額
補
正
し
、
総
額
２
７
１
億
４，

０
７
５
万
８
千
円
と
す
る
予
算
案
な

ど
、
議
案
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
ま
た
、
平
成
１９
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
８
日
・
９
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
議
員
11
名
が
行
い

ま
し
た
。

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査
は
、

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
、
１２

日
に
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、
１５
日

に
総
務
常
任
委
員
会
、
１６
日
に
建
設

経
済
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２２
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
全
議
案
原

案
承
認
の
報
告
が
あ
り
、
３４
議
案
を

委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
・
承
認
し

ま
し
た
。

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〕

・
関
　
俊
春
（
豊
中
町
上
高
野
）

・
長
谷
川
　
次
郎
（
山
本
町
神
田
）

・
喜
田
　
芳
晴
（
詫
間
町
詫
間
）

・
藤
田
　
由
美
子
（
三
野
町
吉
津
）

・
三
宅
　
美
栄
子
（
仁
尾
町
仁
尾
）

・
藤
川
　
正
志
（
高
瀬
町
羽
方
）

・
山
下
　
博
（
財
田
町
財
田
上
）

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

・
近
藤
　
れ
い
子
（
高
瀬
町
上
麻
）

・
柚
本
　
計
悟
（
詫
間
町
詫
間
）

・
三
谷
　
サ
ツ
キ
（
三
野
町
大
見
）

　
そ
の
他
、
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

意
見
書

　
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に

あ
た
っ
て
の
要
望
で
あ
る
「
地
方
の

道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
を
可
決
し

ま
し
た
。
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議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案認定（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案可決（全会一致）

決 算 特 別

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

平成２０年第４回三豊市議会定例会　審議結果

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（三豊市）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（辻財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（神田財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（河内財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（財田大野財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（大見財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（下高瀬財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（桑山財産区）

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
香川県市町総合事務組合規約の一部変更について（比地大財産区）

平成１９年度三豊市一般会計、各特別会計及び各事業会計等歳入歳出決算認定について

区域外における公の施設の設置に関する協議について(観音寺市）

区域外における公の施設の設置に関する協議について（まんのう町）

区域外における公の施設の設置に関する協議について（琴平町）

三観広域行政組合の共同処理する事務の変更及び三観広域行政組合規約の一部変更について

三観広域行政組合が共同処理する事務の変更に伴う財産処分について

平成20年度三豊市一般会計補正予算（第３号）

平成20年度三豊市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成20年度三豊市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

平成20年度三豊市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成20年度三豊市集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成20年度三豊市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第１号）

平成20年度三豊市水道事業会計補正予算（第２号）

平成20年度三豊市病院事業会計補正予算（第２号）

三豊市税条例の一部改正について

三豊市国民健康保険条例の一部改正について

三豊市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

三豊市固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

地方の道路整備のための財源確保に関する意見書について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

※ 議決年月日　議案第７９号～第９１号（平成２０年１２月３日）　議案第１１６号～第１５９号・意見書案第４号（平成２０年１２月２２日）

議案第７９号

議案第９１号
〜

〜

〜

総務・建設経済・
教育民生（関係部分）

（ 三 豊 市 ）

（ 辻 財 産 区 ）

（ 神 田 財 産 区 ）

（ 河 内 財 産 区 ）

（ 財 田 大 野 財 産 区 ）

（ 大 見 財 産 区 ）

（ 下 高 瀬 財 産 区 ）

（ 桑 山 財 産 区 ）

（ 比 地 大 財 産 区 ）
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市政に対する一般質問
　１２月定例会の一般質問は、１２月８日・９日の２日間行われ、

市政全般にわたる諸問題について１１人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

横
山
　
強
議
員

人
口
減
少
防
止
対
策
と

　
　
　
過
疎
地
対
策
に
つ
い
て

川
　
秀
男
議
員

平
成
二
十
一
年
度
予
算
編
成
の

考
え
方
に
つ
い
て

山
本
　
明
議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　
　
　
合
併
後
の
人
口
減
少
と
過

疎
地
に
な
り
つ
つ
あ
る
要
因
は
。

　
　
　
２
年
１０
カ
月
の
間
に
減
少

し
た
人
口
は
１，
５
６
３
人
で
、
そ

の
要
因
は
死
亡
が
出
生
を
、
転
出

が
転
入
を
上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

過
疎
化
に
つ
い
て
は
、
限
界
集
落

と
呼
ば
れ
る
自
治
会
が
１５
、
そ
の

一
歩
手
前
の
自
治
会
が
２
２
４
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
全

体
の
４４
・
５
％
に
達
す
る
。
こ
の

原
因
は
、
若
年
層
が
地
区
外
に
流

出
し
、
過
疎
化
が
起
き
た
た
め
限

界
集
落
化
し
た
。

　
　
　
今
後
の
市
政
に
お
い
て
、

定
住
人
口
対
策
の
施
策
と
、
過
疎

地
対
策
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
人
口
減
少
の
防
止
・
過
疎

地
対
策
は
、
確
実
に
新
総
合
計
画

に
取
り
組
む
た
め
２１
年
度
か
ら
２５

年
度
の
５
年
間
の
取
り
組
み
を
基

本
計
画
と
し
、
議
員
が
提
唱
さ
れ

た
各
事
業
は
重
要
・
重
点
的
で
あ

る
の
で
、
限
ら
れ
た
財
源
で
も
あ

り
、
更
に
行
革
に
も
取
り
組
み
つ

つ
今
後
と
も
議
会
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
日
本
経
済
の
現
状
に
お
け

る
、
三
豊
市
民
の
経
済
動
向
に
つ

い
て
伺
う
。
ア
メ
リ
カ
の
金
融
危

機
に
端
を
発
し
、
世
界
経
済
が
混

乱
し
て
お
り
、
三
豊
市
民
に
も
影

響
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
地

方
財
政
計
画
・
地
方
財
政
健
全
化

法
に
お
け
る
三
豊
市
の
現
状
、
１９

年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
は
積
極
型

予
算
に
す
べ
き
で
な
い
か
。
特
に

農
業
振
興
基
金
を
設
立
し
て
は
。

　
　
　
世
界
的
な
金
融
危
機
は
、

実
体
経
済
に
お
い
て
、
三
豊
市
内

に
も
法
人
市
民
税
の
３
割
減
額
や
、

企
業
の
受
注
減
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
今
議
会
に
緊
急
景

気
対
策
と
し
て
、
道
路
・
河
川
等

の
改
修
費
に
１
億
９
千
万
円
の
補

正
を
計
上
し
、
一
日
も
早
く
市
民

に
経
済
効
果
が
出
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
し
、
農
業
振
興
は
本
市

の
重
要
な
政
策
課
題
で
す
の
で
、

施
策
の
充
実
や
財
源
確
保
を
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
３
月
定
例
会
で
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
条
例
が
可
決
さ
れ
た

が
、
運
営
基
準
の
統
一
化
は
図
ら

れ
て
い
な
い
。
市
内
共
通
の
学
童

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
制
度
改
善
を
図
る
。
学
童
保
育

の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
。
公
設
民
営
の

学
童
保
育
へ
委
託
基
準
を
提
示
し
、

基
準
に
満
た
な
い
場
合
は
一
旦
公

設
公
営
化
す
る
が
、
将
来
的
は
公

設
民
営
化
を
進
め
て
い
く
。
保
育

料
の
額
の
統
一
・
低
減
を
図
る
。

　
　
　
学
校
給
食
（
山
本
町
）
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
職
員
配
置
の
問
題
・
調
理

場
の
衛
生
問
題
・
急
激
な
食
材
の

高
騰
・
各
調
理
場
で
作
る
食
数
の

問
題
等
に
よ
り
、
山
本
町
で
は
調

理
場
を
集
約
す
る
か
、
近
隣
の
給

食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
配
送
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
市
内
に
あ
る
給
食
セ
ン
タ

ー
の
統
廃
合
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

招
　
集

開
　
会

会
期
決
定

案
件
上
程

提
案
説
明

質
疑
・
質
問

定
例
会
の
流
れ

議
会
を
開
く
た
め
に
市
長
が

招
集
す
る

議
長
の
宣
言
で
開
会
。
通
常

議
員
定
数
の
半
数
以
上
の
議

員
の
出
席
が
必
要

開
会
か
ら
閉
会
ま
で
を
「
会

期
」
と
い
い
、
議
会
の
議
決

に
よ
っ
て
決
め
る

議
長
が
、
議
事
日
程
の
順
序

に
従
っ
て
、
議
案
な
ど
の
案

件
を
議
題
と
す
る

議
案
の
提
出
者
（
市
長
等
）

が
、
議
案
の
内
容
と
提
案
理

由
を
説
明
す
る

（
質
疑
）
提
案
さ
れ
た
議
案

の
内
容
に
対
し
て
問
い
た
だ
す

（
代
表
・
一
般
質
問
）
案
件

に
関
係
な
く
市
政
全
般
に
つ

い
て
、
執
行
機
関
の
考
え
や

方
針
を
問
い
た
だ
す
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藤
田
公
正
議
員

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開
催
に

つ
い
て

小
林
照
武
議
員

最
低
制
限
価
格
制
度
へ
の

　
　
失
格
方
式
導
入
に
つ
い
て

詫
間
政
司
議
員

避
難
所
指
定
公
共
施
設
の
耐
震
化

空
き
家
廃
屋
対
策

大
平
敏
弘
議
員

情
報
の
共
有
　
自
主
自
立
へ

　
　
　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
つ

い
て
、
高
松
港
周
辺
及
び
直
島
・

小
豆
島
な
ど
７
つ
の
島
々
で
、
２

０
１
０
年
を
第
１
回
と
し
て
３
年

ご
と
に
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

展
開
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
、
芸
術

祭
開
催
以
外
の
島
々
で
も
連
携
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
三
豊
市
と
し
て
参
加
の

意
思
は
な
い
か
。

　
　
　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、

瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
観

光
客
を
呼
び
込
む
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
及

び
本
市
の
島
々
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
粟
島
に
は
達
磨
窯
の
歴
史

が
あ
る
。
宗
吉
瓦
窯
跡
と
併
せ
、

焼
き
物
の
文
化
に
新
し
い
芸
術
を

取
り
入
れ
て
は
。

　
　
　
三
豊
市
に
は
瓦
を
は
じ
め

様
々
な
焼
き
物
文
化
が
伝
承
さ
れ

て
お
り
、
宗
吉
瓦
窯
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
な
ど
と
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
の
中
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
低
価
格
入
札
は
、
予
定
価

格
の
公
表
に
よ
る
競
争
性
・
透
明

性
の
向
上
な
ど
、
制
度
改
革
に
合

わ
せ
た
形
で
増
え
て
き
た
現
実
が

ご
ざ
い
ま
す
。
三
豊
市
の
場
合
、

極
端
に
予
算
縮
小
し
た
せ
い
で
、

工
事
発
注
量
も
大
幅
に
激
減
し
て

お
り
、
業
者
側
の
思
惑
に
よ
る
低

価
格
落
札
が
、
ず
さ
ん
な
工
事
に

繋
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
失
格
判
断
基
準
の
導
入

と
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
が
、
ご
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
公
共
事
業
発
注
量
の
減
少

に
加
え
、
官
製
談
合
多
発
の
反
省

に
立
っ
た
入
札
契
約
適
正
化
へ
の

各
種
制
度
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
や
工
事
の
品
質

確
保
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
現
状

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
三
豊
市
で

は
、
合
併
以
来
定
期
的
に
入
札
制

度
の
改
善
を
行
っ
て
お
り
、
最
低

制
限
価
格
の
設
定
も
全
て
の
建
設

工
事
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
し
、

低
価
格
調
査
制
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
一
般
競
争
入
札
を
対
象
と
し

て
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
土
地
開
発
公
社
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
説
明
責

任
を
果
た
す
時
期
と
考
え
る
が
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

で
あ
る
『
自
主
自
立
』
の
考
え
を

支
え
る
大
き
な
柱
は
、
自
主
財
源

の
確
保
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
情
報
の
共
有
で
あ

り
、
出
来
る
だ
け
積
極
的
に
情
報

の
共
有
を
行
う
。

　
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
概
要

報
告
す
る
。
１８
年
３
月
末
の
決
算

時
に
３７
億
９，
８
０
０
万
円
あ
っ
た

借
入
金
は
、
そ
の
後
「
ゆ
め
タ
ウ

ン
」
や
「
ト
ヨ
タ
ユ
ー
ゼ
ッ
ク
」

へ
の
売
却
、「
ク
シ
ベ
ウ
ィ
ン
テ
ッ

ク
」
へ
の
分
譲
な
ど
が
進
み
、
２０

年
１２
月
に
は
１３
億
２，
５
９
６
万
円

と
な
り
、
２４
億
７，
０
０
０
万
円
余

の
減
額
と
な
っ
た
。
残
っ
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
も
売
却
チ
ャ
ン
ス

に
臨
ん
で
い
く
。
原
下
工
業
団
地

に
関
し
て
も
、
貸
地
部
分
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
な
ど
継
続
案
件

も
あ
る
が
、
土
地
開
発
公
社
を
中

心
に
、
今
後
市
民
説
明
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　
南
海
・
東
南
海
大
地
震
の

発
生
が
高
い
確
率
で
予
測
さ
れ
る
。

教
育
関
係
施
設
の
耐
震
化
は
計
画

的
に
進
ん
で
い
る
が
、
避
難
所
指

定
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
現
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
７３
カ
所
の
内
１１
カ
所
が
耐

震
構
造
で
な
い
。
災
害
の
種
類
に

よ
っ
て
避
難
所
指
定
し
て
い
る
が
、

二
次
災
害
防
止
の
た
め
に
も
早
急

に
耐
震
改
修
県
補
助
事
業
の
活
用

を
し
、
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
よ

う
協
議
を
進
め
る
。

　
　
　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
が

著
し
い
中
、
市
内
各
所
集
落
で
空

き
家
廃
屋
が
増
加
し
て
い
る
。
防

災
・
治
安
・
景
観
か
ら
、
周
辺
住

民
の
不
安
の
声
が
あ
る
。
新
た
な

政
治
課
題
と
し
て
の
認
識
を
問
う
。

　
　
　
市
に
対
し
、
倒
壊
の
恐
れ

の
あ
る
家
屋
の
相
談
が
あ
る
が
、

現
在
の
法
律
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
。
近
隣
住
民
・
警
察
・
行
政

が
対
応
し
や
す
い
環
境
作
り
の
た

め
、
必
要
な
指
導
・
勧
告
・
措
置

命
令
・
緊
急
措
置
等
の
条
例
制
定

の
可
能
性
を
調
査
・
研
究
す
る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
　
疑

討
　
論

採
　
決

閉
　
会

委
員
会
付
託

委
員
会
審
査

委
員
長
報
告

案
件
を
よ
り
詳
し
く
専
門
的

に
審
査
す
る
た
め
、
所
管
の
常

任
委
員
会
へ
審
査
を
依
頼
す
る

　
　
　
　
　

付
託
さ
れ
た
議
案
等
を
専
門

的
に
審
査
す
る

委
員
会
で
の
審
査
経
過
及
び

結
果
を
各
委
員
長
が
報
告
す
る

委
員
長
報
告
に
対
し
て
、
議

員
か
ら
質
問
が
あ
れ
ば
委
員

長
が
答
弁
す
る

議
員
が
議
案
等
に
対
し
て
、
賛

成
か
反
対
か
の
意
見
を
述
べ
る

議
長
が
議
員
に
対
し
、
議
案

等
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対
か

の
意
思
表
示
を
求
め
、
多
数

決
で
議
会
と
し
て
の
意
思
を

決
定
す
る

議
長
の
宣
言
で
閉
会
す
る

む
ね

よ
し

が

よ
う

あ
と
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藤
田
芳
広
　
議
員

健
康
診
査
の
実
施
状
況
と

　
　
医
療
費
の
通
知
に
つ
い
て

鴨
田
　
偕
議
員

地
場
産
業
の
育
成
並
び
に

　
　
　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て

三
木
秀
樹
議
員

給
食
費
の
値
上
げ
は
諸
情
勢
か
ら

　
　
　
　
市
が
負
担
し
て
は
ど
う
か

岩
田
秀
樹
議
員

保
育
所
運
営
費
が
一
般
財
源
化
後

交
付
税
相
当
額
よ
り
少
な
い
が

質
問

質
問

　
　
　
健
康
診
査
の
受
診
率
上
昇

が
、
病
気
の
未
然
防
止
と
入
院
医

療
費
低
下
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る

が
、
１９
年
度
の
実
施
状
況
と
受
診

率
ア
ッ
プ
の
具
体
策
を
伺
う
。

　
　
　
１９
年
度
は
集
団
検
診
と
人

間
ド
ッ
ク
の
２
方
式
で
４６
・
９
％
。

健
診
後
に
７
町
ご
と
に
結
果
説
明

会
を
開
催
し
生
活
習
慣
の
改
善
等

を
対
象
者
に
行
う
。
２０
年
４
月
よ

り
個
別
検
診
も
加
え
３
方
式
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
は
国
の
２４
年

特
定
健
診
受
診
率
６５
％
目
標
に
併

せ
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
医
療
費
通
知
の
目
的
は
受

診
を
抑
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

適
正
受
診
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
費
用
と
そ
の
効
果
は
上
が

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
も
の
か
。

　
　
　
１９
年
度
の
医
療
費
通
知
は
、

国
保
と
老
人
保
健
事
業
で
約
７
万

８
，
５
０
０
通
を
送
付
し
、
そ
の

費
用
は
約
６
１
３
万
円
で
あ
る
。

貴
重
な
保
険
税
を
有
効
に
使
う
た

め
に
も
、
自
己
管
理
を
促
進
し
健

康
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

　
　
　
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に

端
を
発
し
て
、
日
本
経
済
は
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
不
況
で
す
。

三
豊
市
内
の
企
業
等
が
、
こ
の
不

況
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
行
政
の

支
援
策
が
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
不
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
ト
ヨ
タ
ユ
ー
ゼ
ッ
ク
」
「
ク
シ

ベ
ウ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
更
に
は
「
ゆ

め
タ
ウ
ン
」
の
進
出
等
、
本
市
に

と
っ
て
は
活
力
の
期
待
で
き
る
う

れ
し
い
材
料
が
続
き
ま
し
た
。
緊

急
景
気
対
策
と
し
て
、
農
林
水
産
・

建
設
費
等
で
約
２
億
円
の
補
正
を

計
上
し
ま
し
た
。
消
費
を
刺
激
し

顧
客
拡
大
の
契
機
づ
く
り
の
対
策

と
し
て
「
三
豊
市
商
品
券
事
業
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
学
校
内
の
傷
害
事
件
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
が
、
三
豊
市
内

の
指
導
と
対
策
を
教
育
長
に
伺
う
。

　
　
　
子
供
達
の
安
全
な
環
境
が

保
て
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
と

致
し
ま
し
て
は
、
学
校
並
び
に
保

護
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
　
　
教
育
委
員
会
は
原
油
・
穀

物
の
高
騰
か
ら
、
幼
・
小
・
中
学

生
の
給
食
費
を
１
食
事
当
り
１０
円

ア
ッ
プ
を
２１
年
４
月
か
ら
実
施
し

な
い
と
「
給
食
の
安
全
安
心
が
維

持
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

値
上
げ
総
額
は
１，
２
０
０
万
円
程
。

現
経
済
情
勢
の
緊
急
対
策
上
か
ら

も
、
三
豊
市
が
負
担
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
給
食
調
理
職
場
の
環

境
改
善
・
職
員
不
足
を
解
消
し
な

い
と
、
安
全
安
心
が
そ
れ
こ
そ
維

持
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
自
助
努
力
致
し
ま
し
て
も

値
上
げ
４
％
分
は
保
護
者
に
ご
理

解
願
い
た
い
。
施
設
の
改
修
・
職

員
数
の
問
題
は
改
善
に
努
め
て
い

る
が
、
今
後
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
時
期
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善

を
前
向
き
に
検
討
す
る
と
前
議
会

で
答
弁
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
非
正
規
職
員
の
時
給
額
を

是
正
し
た
。
通
勤
手
当
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
検
討
し
た
い
。

※
県
内
三
豊
市
の
み
「
未
配
置
の

管
理
栄
養
士
問
題
」
等
を
質
問
。

　
　
　
公
立
保
育
所
運
営
費
の
国

庫
負
担
が
一
般
財
源
化
さ
れ
、
平

成
２０
年
度
予
算
で
は
保
育
所
費
約

１２
億
円
の
う
ち
、
一
般
財
源
９
億

９
千
万
円
で
交
付
税
相
当
額
１４
億

７
千
万
円
と
交
付
税
根
拠
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
。
保
育
分
野
に

力
を
入
れ
て
な
い
の
で
は
。

　
　
　
交
付
税
相
当
額
が
、
保
育

所
関
係
予
算
を
上
回
っ
て
い
る
の

は
そ
の
と
お
り
。
子
育
て
支
援
関

係
で
２２
億
円
超
を
使
っ
て
い
る
。

今
後
次
の
事
業
に
取
り
組
む
。
①

施
設
の
整
備
計
画
の
策
定
②
将
来

的
な
雇
用
計
画
を
策
定
し
、
職
員

採
用
を
行
う
。
③
延
長
保
育
な
ど

の
特
別
保
育
の
導
入
を
検
討
④
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育
料

見
直
し
を
検
討
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
で
、
１８
歳

以
下
の
扶
養
家
族
が
い
る
家
庭
で

の
、
資
格
者
証
発
行
は
行
わ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
資
格
者
証
発
行
は
５３
世
帯

６６
名
で
、
中
学
生
以
下
は
ゼ
ロ
。

納
税
相
談
の
上
、
納
税
に
応
じ
て

頂
く
場
合
は
短
期
証
に
変
更
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

　
議
案
な
ど
は
最
終
的
に
は
本

会
議
で
決
定
さ
れ
る
が
、
市
議

会
で
取
り
扱
う
問
題
は
数
も
多

く
、
内
容
も
幅
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
を
い
く
つ
か

の
部
門
に
分
け
て
専
門
的
、
能

率
的
に
審
査
・
調
査
す
る
た
め
、

本
会
議
の
ほ
か
に
委
員
会
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　
委
員
会
に
は
、
常
に
設
置
さ

れ
て
い
る
常
任
委
員
会
・
議
会

運
営
委
員
会
と
、
必
要
に
応
じ

て
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
が

あ
る
。

〔
常
任
委
員
会
〕

・
総
務
常
任
委
員
会

・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

　
議
会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う

　
た
め
、
会
期
の
設
定
や
議
案

　
・
請
願
等
の
取
り
扱
い
な
ど
、

　
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
に

　
つ
い
て
審
査
・
調
査
す
る
。

〔
特
別
委
員
会
〕

・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

・
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

・
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

・
議
会
広
報
委
員
会

委
　
員
　
会
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委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き

建
設
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

　
１２
月
１５
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
は
、
２４
議
案
が
付
託
さ
れ
、

そ
の
主
な
質
疑
・
答
弁
の
内
容
は

次
の
と
お
り
。

　
　
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、
ま
ん

の
う
町
か
ら
琴
平
駅
ま
で
行
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
集
客
力
・

必
要
性
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
高
瀬
・
山
本
町
か
ら
、
高
校

生
の
通
学
、
ま
た
、
高
松
へ
の
通

勤
客
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
地
域
総
合
整
備
資
金
と
し
て
、

イ
ズ
ミ
へ
の
貸
付
金
１
億
５
千
万

円
の
増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
が
、

他
の
企
業
に
対
し
て
貸
付
制
度
の

活
用
は
。
ま
た
、
地
場
の
零
細
企

業
に
対
し
て
、
リ
ス
ク
の
な
い
範

囲
で
の
貸
付
を
融
通
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
財
団
の

査
定
が
通
る
企
業
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
あ
れ
ば
、
動
け
る
。
今
後
、

制
度
の
趣
旨
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
零
細
企
業
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
か
ら
中
小
企
業
振
興

事
業
に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
　
善
通
寺
市
の
藤
田
医
院
の
破

産
に
伴
い
、
弁
護
士
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
三
豊
市
が
負
担
す

べ
き
理
由
は
。

　
　
藤
田
医
院
の
弁
護
士
に
つ
い

て
は
、
診
療
報
酬
の
不
正
請
求
額

を
返
還
し
て
も
ら
う
た
め
、
破
産

申
し
立
て
費
用
が
必
要
と
な
っ
た

も
の
で
あ
り
、
関
係
団
体
が
按
分

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
後

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
た
。

　
１２
月
１６
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
２
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
平
成
２０
年
度
三
豊
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
中
の
関
係

部
分
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
費

の
施
設
園
芸
原
油
高
騰
緊
急
対
策

事
業
の
申
請
方
法
、
農
地
費
の
小

規
模
た
め
池
緊
急
防
災
対
策
モ
デ

ル
事
業
の
採
択
基
準
、
観
光
費
の

駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
関
係
の
減
額
内

容
、
道
路
橋
梁
維
持
費
の
維
持
修

繕
工
事
に
伴
う
各
支
所
と
の
関
連

等
の
質
疑
に
対
し
、
施
設
園
芸
原

油
高
騰
緊
急
対
策
事
業
は
、
受
益

農
家
５
戸
以
上
だ
が
、
例
外
的
に

３
戸
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。
小
規
模
た
め
池
緊
急
防
災
対

策
モ
デ
ル
事
業
は
、
受
益
地
が
無

く
貯
水
量
が
千
立
方
メ
ー
ト
ル
未

満
で
自
治
会
等
と
の
管
理
協
定
が

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
等
。
駅
か
ら

ウ
ォ
ー
ク
は
、
経
費
節
減
の
た
め

バ
ス
等
の
借
り
上
げ
が
発
生
し
な

い
コ
ー
ス
選
定
し
た
た
め
の
減
額
。

道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
は
、
１

支
所
２
千
万
円
程
度
の
予
定
等
の

答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

　
平
成
２０
年
度
三
豊
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て
は
、
渇
水
対
策
で
試
掘
し
た

井
戸
の
見
通
し
と
水
質
に
関
す
る

質
疑
に
対
し
、
取
水
量
は
日
量
４

０
０
か
ら
４
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル

は
可
能
で
あ
り
、
水
質
は
浄
化
す

れ
ば
飲
料
適
の
結
果
を
得
て
い
る

等
の
答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
そ
の
他
「
地
方
の
道
路
整
備
の

た
め
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見

書
」
の
提
出
を
決
定
し
、
３
件
の

陳
情
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。

　
１２
月
１２
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
１０
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
一
般
会
計
の
主
な
質
疑
と
し
て
、

「
障
害
者
福
祉
費
の
事
業
委
託
料

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
移
動
支

援
の
設
定
料
金
が
安
す
ぎ
て
市
外

の
業
者
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
は
な
い
の
か
。
」
と
の
問
い
に

「
設
定
料
金
は
業
者
か
ら
見
積
り

を
取
っ
て
単
価
を
決
め
た
。
当
初

は
安
価
で
出
来
な
い
と
の
声
も
あ

っ
た
が
、
今
は
契
約
し
て
利
用
で

き
て
い
る
。
自
立
支
援
法
の
見
直

し
の
中
で
、
事
業
の
変
化
に
伴
い

単
価
の
見
直
し
は
考
え
た
い
。
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、「
学
校
建
設
費
の
耐
震
設

計
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
今
回
前

倒
し
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ
で
ほ

と
ん
ど
終
わ
る
の
か
。
ま
た
、
２１

年
度
に
新
し
く
計
上
す
る
も
の
は

あ
る
の
か
。
」
と
の
問
い
に
「
今
回

で
小
学
校
・
中
学
校
は
全
て
終
わ

る
。
２１
年
度
に
は
過
去
の
診
断
結

果
が
悪
い
も
の
に
つ
い
て
、
実
施

設
計
を
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

の
中
で
、「
施
設
管
理
費
の
修
繕
料

に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ア
と
本
体
が
結

構
傷
ん
で
い
る
と
い
う
が
、
修
繕

は
部
品
交
換
を
主
と
す
る
の
か
。

ま
た
、
新
品
に
す
る
時
期
の
基
準

作
り
は
考
え
て
い
る
の
か
。
」
と
の

問
い
に
「
修
繕
に
つ
い
て
は
部
分

修
理
を
主
と
し
て
い
る
が
、
基
準

と
し
て
は
故
障
の
内
容
に
よ
り
対

応
す
る
。
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
以
上
、
当
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
は
、
１０
議
案
全
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

問答問問 答

答
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平成２０年分所得の申告相談が始まります

２月１６日（月）～３月１６日（月）

確定申告により税の還付を受けられる人

申告相談の会場・日程

一般の人の場合 所得金額がわかるもの

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
７３
―

３
０
０
６

　平成20年分の所得税（平成21年度市県民税、国民健康保険税等）の申告相談が始まります。

　所得金額の多少に関わらず、確定申告をしなければ所得・課税証明書は交付されません。また、所得のない人につい

ても、国民健康保険税の減額制度が受けられないだけでなく、福祉医療・教育・住宅・国民年金等の各種申請のときに

支障をきたしますので、必ず適正な申告をしましょう。

①農業・商業・工業・漁業など事業を営んでいる人

②公的年金、地代や家賃の収入、不動産や株式売却

　などの所得がある人

③生命保険や損害保険の満期・解約等で一時金を受

　け取った人など

給与所得者の場合

　給与所得者のほとんどが、年末調整で所得税の精

算をしているので、確定申告をする必要はありません。

   ただし、次の人は確定申告をする必要があります。

①給与所得および退職所得以外の収入がある人

②2カ所以上から給与を受けている人

　次の項目に該当する人は、確定申告をすれば源泉

徴収された所得税が還付されます。

①源泉徴収された税金（退職者で年末調整をしてい

　ない人など）や、予定納税で所得税を納め過ぎの人

②給与所得者で雑損控除、医療費控除、寄附金控除

　等の所得控除を受ける人

③住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の摘要

　を受ける人

　申告会場は市内7カ所です。平成２１年１月１日

現在に住民票がある町の申告会場で、申告をして

ください。

　日程は、今月号の「広報みとよ」とともにお配

りした申告相談日程表をご覧ください。

※プライバシー保護の観点から、原則として申告に来た人

　のみの相談となりますが、ご家族の代理申告をする場合

　は、その人の申告に必要な資料（源泉徴収票など）を持参

　してください。

確定申告が必要な人 申告相談に持っていくもの

①給与・退職所得や公的年金等の源泉徴収票、報酬

　等の支払調書（原本）

②収支内訳書

※事業所得（営業、農業、不動産）のある人は、自

　分で作成した収支内訳書をお持ちください。

③不動産の使用料等の支払調書、配当証明書、公的

　年金以外の年金の支払調書、保険満期・解約等の一

　時金の支払調書、不動産の譲り受けの対価の支払

　調書など、それぞれの所得について証明する書類

所得控除金額などがわかるもの

①生命保険料、損害保険料、個人年金保険料証明書、

　国民年金控除証明書

②医療費の領収書

※医療費控除を申請する場合は、医療費の合計額を

　あらかじめ計算しておいてください。

③住宅借入金特別控除関係書類

④身体障害者手帳等

※障害者控除を申請する人は、申告の際に身体障害

　者手帳・戦傷病者手帳・精神障害者保険福祉手帳

　等の提示が必要になります。

　また、要介護４もしくは要介護５の認定をうけてい

　る人は、介護保険課および各支所市民サービス課

　で発行する「認定証明書」を申告の際に提出すれ

　ば障害者控除を受けることができます。

申告に必要なもの

①印鑑

②所得税の還付を受ける人・納める人は、必ず本人

　名義の振替先金融機関の口座が分かるものを持参

　してください。

　また、納める人は、通帳の届出印鑑も忘れずに持

　参してください。～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●

●
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長寿医療（後期高齢者医療）制度の保険料について

寄附金控除の対象が拡大されました

納期限内に納めましょう

4月年金支給分より特別徴収される対象者

県税事務所が統合します

要介護４・要介護５の認定を受けている人へ

　平成２１年度の長寿医療（後期高齢者医療）制度における保険料は、原則として年金天引き（特別徴収）となり、対

象者は４月年金支給分から特別徴収されますが、申し出により口座振替（普通徴収）に納付方法を変更することがで

きます。（※口座振替により保険料を納付した場合は、納付した人に所得税等の社会保険料控除が受けられ、税負担

が少なくなる場合があります。）

　平成２１年度からは、今までの要件が撤廃され、『年金からの天引き』と『口座振替』の選択制になります。

（支払いする保険料の総額は変わりません）

○２月支給の年金が特別徴収（年金天引き）になる人
○平成２０年度の途中で資格を取得し、新たに特別徴収ができると判定された人

手続きの方法

　年金天引き中止には、「後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書」の提出と、金融機関への口座振替手続きが
必要です。金融機関での口座振替手続きだけでは、年金天引きは中止されません。税務課または各支所市民サービ
ス課へ「納付方法変更申出書」を提出してください。

手続きの期限

　２月５日（木）までに手続きすると、４月分の年金天引きが中止され、７月から口座振替で納付できます。
※ 上記の期限までに申し出がない場合は、年金天引きの中止が６月分以降になりますので、ご了承ください。

　４月１日に、県内４つの県税事務所を統合して、高松

合同庁舎内に「香川県県税事務所」を設置します。

　統合により県民の皆さんの利便性が低下しないよう、

納税証明書の発行などの一部の窓口業務は、西讃県民セ

ンター（西讃県税事務所と同所在）で行いますが、納税

はできません。お近くの金融機関やゆうちょ銀行をご利

用ください。

　なお、身体等に障がいがあり歩行が困難な人には、一

定の要件のもとで自動車税を減免する制度があります。

要件や受付日などの詳細についてはお問い合わせくださ

い。

○統合後の新事務所と県民センターの連絡先

　香川県県税事務所　　　　　　☎０８７-８０６-０３０２

　西讃県民センター　　　　　　☎２５-５２００

　身体障害者福祉法による障害者認定を受けていない
人でも、前年の１２月３１日時点で介護保険の要介護
４もしくは５の認定をうけている人は、（特別）障害者控
除の対象になります。
　対象となる人は、確定申告の際に「障害者控除対象
者認定書」が必要ですので、介護保険課または各支所
市民サービス課へ申請してください。

固定資産税（第４期分）�
国民健康保険税普通徴収（第８期分）�
介護保険料普通徴収（第８期分）�
後期高齢者医療保険料普通徴収（第８期分）�

「年金からの天引き」と「口座振替」の選択制に変わります

平成２０年度税制改正により、個人住民税の寄附金税制が拡充されました

県総務部税務課　☎ ０８７-８３２-３０６５
問い合わせ

▲

問い合わせ　介護保険課　☎７３-３０１７

▲

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～障害者控除を受けられます～

２月は、

の納付月です。

口座振替日 および 納期限 ３月２日（月）
※市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

主な改正点

対 象 寄 附 金

適用となる下限額

現行の対象寄附金に加え、香川県または三豊市が条例により指定した寄附金が追加されました。
※三豊市の場合は、市内に主たる事務所がある社会福祉法人が対象です。

これまでは１０万円を超えないと対象となりませんでしたが、改正により5千円を超える部分の
寄附金が対象となりました。

（４月１日設置）



デイリー版ほっとニュースは へ今すぐアクセス！！三豊市 検索

１２/１６

　冷たい風の吹

く中「大学通り

楓の会」のボラ

ンティア清掃が

高瀬町農村環境

改善センター前

で行われました

会員は、通りの

企業や地域住

民、地元消防

団、香川西高校寮生、市役所職員など。大勢の会員が参加し

てきれいに清掃し、大学通りはすっかりきれいになりまし

た。

　社団法人観音寺

法人会女性部より

三 豊 市 へ Ａ Ｅ Ｄ

（自動体外式除細

動器）が寄贈され

ました。これは、

同団体の３０周年記

念事業として行わ

れたものです。寄

贈されたＡＥＤは、高瀬町総合体育館へ設置し、もしものと

きに備えます。

　観音寺中央ライオ

ンズクラブより同団

体会員出身者の母校

である辻小学校と大

野小学校、財田上小

学校へ学校図書など

が寄贈されました。

大野小学校では、観

音寺中央ライオンズ

クラブの松岡良隆さんより児童会へ目録が手渡されました。

　

笠
田
高
校
の
３
年
生
が
不
動
の
滝
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
ま

し
た
。
日
ご
ろ
地
域
の
人
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
の
で
「
何
か
で
き
な
い
か
な
？
」
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
を
作
り
、
全
学
年
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
遊
歩
道
な

ど
の
落
ち
葉
を
掃
い
た
り
集
め
た
り
し
て
、

き
れ
い
に
清
掃
し
ま
し
た
。

　

曽
保
小
学
校
の
児
童
が
仁
尾
の
サ
ン
ビ
ー
チ
で
『
ひ
じ
き
採
り
』
を
し
ま
し

た
。
ひ
じ
き
は
、
海
岸
沿
い
の
岩
に
付
着
し
て
い
て
、
長
い
も
の
で
５０
　
ぐ
ら

い
で
し
た
。
児
童
は
、
は
さ
み
を
片
手
に
、
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
に
ひ
じ
き
を
採

り
ま
し
た
。
採
っ
た
ひ
じ
き
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
り
、
天
日
干
し
に
し
て

「
ひ
じ
き
せ
ん
べ
い
」
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ｃｍ

　第３回三豊市長杯中学校バスケットボール大会が豊中町体

育館で開催されました。市内の中学校のバスケットボール部

が集まり、熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。

男子　優　勝　和光中学校　　　女子　優　勝　豊中中学校

　　　準優勝　三豊中学校　　　　　　準優勝　高瀬中学校

　『キッズ交流サッカー教室』が、県サッカー協会の協力のもと高瀬町緑ヶ丘総合運動公園サッカー場で開

催され、高瀬町内の幼稚園・保育所の５歳児１２３人が参加しました。園児たちは右に左にボールを追いか

け、転んだり、友だちとぶつかったりしても泣き言も言わず、サッカーをおもいっきり楽しみました。

　『キッズ交流サッカー教室』が、県サッカー協会の協力のもと高瀬町緑ヶ丘総合運動公園サッカー場で開

催され、高瀬町内の幼稚園・保育所の５歳児１２３人が参加しました。園児たちは右に左にボールを追いか

け、転んだり、友だちとぶつかったりしても泣き言も言わず、サッカーをおもいっきり楽しみました。
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宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
（
仮
称
）
整
備
事
業
記
念
講
演
会
が
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、「
宗
吉
瓦
窯
会
」
会
員
な
ど
約
８０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
瓦
窯
跡

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
の
あ
と
、
参
加
者
は
三
野
の
文
化
財
を
巡
り
な
が

ら
、
宗
吉
瓦
窯
跡
を
見
学
。
宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
（
仮
称
）
の
、
５
月
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
気
運
を
高
め
ま
し
た
。

　『第３回歯槽膿漏

が気になる会』が豊

中町保健センターで

開催されました。参

加者は、田中歯科衛

生士（市役所健康

課）の指導のもと、

人工歯を使って毛先

の形がちがう歯ブラ

シを使い比べてみました。毛先の形によって、汚れの取れ方

が違うのを実感して「えー！こんなに違うの」と驚きを隠せ

ませんでした。

　パソコンふれあい

教室が財田町公民館

で開催されました。

今回の教室は中～上

級編で「仕事や家庭

で活用できる基本的

な関数を学ぶ」と題

したエクセルの関数

の使い方。市内から

参加した１８人の受講生は、真剣なまなざしで関数計算のし

かたを学びました。

　大浜・箱浦幼稚園の園児の絵が、コミュニティバス荘内線

の中に展示されました。よりいっそうバスに親しみをもって

もらうために、広告枠の空きスペースを利用。バスの中に園

児６人の絵が飾られたことで、バスの利用者は乗車中の楽し

みが増えました。展示した園児たちは「ぼくのわたしの描い

た絵だよ！」と自慢げに話してくれました。

　大見小学校の平成１３年度卒業生が、タイムカプセルを掘りました。掘る

こと４０分でタイムカプセルは姿を見せ、みんなは大騒ぎ。カプセルの中か

らは、当時の写真や「２０歳のわたしへ」と書いた手紙などが出てきまし

た。みんなは、懐かしくもあり恥ずかしくもある思い出の品々を手に、気持

ちは８年前へタイムスリップしました。

　『新春たこあげ大会』が山本ふれあい公園

多目的広場で開催されました。たこあげのあ

とには、山本町レクリエーションクラブによ

る「おしるこ」や七草の会のボランティアに

よる「七草がゆ」も振る舞われ、参加者は新

春の行事を満喫しました。

　三豊安全運転管理者協議会、三豊地区交通安全経営者協議

会、三豊交通安全協会の皆さんが、恒例の交通事故防止祈願

を大水上神社で行いました。祈願のあと、三豊警察署まで移

動して交通安全初荷キャンペーンを行い、ドライバーに啓発

のパンフレット等を手渡し、安全運転を呼びかけました。
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爺神山

国市池

勝田池

満水池

山条山

国
道
１１
号
線

JR比地大駅

スタート

全行程１５.７km

ゴール

JR高瀬駅

2.9km

2.6km

3.4km
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「
　

喜
田
道
　
帰
（
き
た
み
ち
　
か
え
る
）
先
生
」
と
生
徒
の
「
　

歩
（
あ
ゆ
む
）
君
」

「
　

美
歩
（
み
ほ
）
ち
ゃ
ん
」
が
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
歩
い
た
　
　
　
　
　
　
を
毎

月
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
第
10
回
目
は
、
昨
年
12
月
６
日
に
開
催
し
た

を
紹
介
し
ま
す
。

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

　
　
当
日
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置
で
寒
さ
も

厳
し
く
、
風
も
強
い
朝
だ
っ
た
け
れ
ど
、
三

豊
平
野
の
真
ん
中
、
七
宝
山
を
背
に
し
て
建

つ
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
に
、
８６
人
も
の
参
加
者
が

元
気
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
　
駅
で
み
ん
な
を
待
っ
て
い
た
ら
風
が
冷

た
く
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ね
。

　
　
で
も
、
ス
タ
ー
ト
し
て
軽
い
登
り
道
が

続
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
暖
か
く
な
っ
た
よ
。

　
　
そ
う
だ
ね
。
駅
か
ら
２０
分
も
歩
く
と
、

七
宝
山
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口（
①
）に
到
着
し

た
ね
。
こ
こ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
約
１.５
km
も

進
む
ん
だ
よ
。

　
　
こ
の
ト
ン

ネ
ル
は
歩
道
も

広
く
照
明
も
明

る
い
か
ら
安
心

だ
ね
。

　
　
相
当
歩
い
た
と
思
っ
た
け
ど
出
口
ま
で
が

遠
か
っ
た
。

　
　
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
数
カ
所
に
電
光
板
で

出
口
ま
で
の
距
離
を
表
示
し
て
あ
っ
た
ね
。

　
　
よ
う
や
く
出
口
。
正
面
に
広
が
る
燧
灘

（
②
）が
、
す
ご
く
き
れ
い
だ
っ
た
。

　
　
本
当
、
ト
ン
ネ
ル
を
挟
ん
で
景
色
が
ま
っ

た
く
違
っ
て
た
ね
。

　
　
そ
う
だ
ろ
う
。
こ

こ
か
ら
の
眺
望
は
先
生

の
お
気
に
入
り
の
ポ
イ

ン
ト
な
ん
だ
〜
。

　
さ
あ
、
み
か
ん
畑
へ
。

こ
こ
は
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
お
い
し
い

み
か
ん
「
曽
保
み
か
ん
」

の
産
地
な
ん
だ
よ
。
み

か
ん
狩
り
の
前
に
、
こ

こ
の
み
か
ん
で
作
っ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス

（
③
）を
い
た
だ
い
た
ね
。
こ
の
ジ
ュ
ー
ス
は
、

み
か
ん
２
個
を

絞
り
器
で
ゆ
っ

く
り
絞
っ
た
ぜ

い
た
く
な
ジ
ュ

ー
ス
な
ん
だ
〜
。

　
　
す
ご
〜
く

お
い
し
か
っ
た
。

一
気
に
飲
ん
だ
わ
。

　
　
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
甘
か
っ
た
ね
。

　
　
そ
し
て
い
よ
い
よ
み
か
ん
狩
り
へ
。
専
用

の
は
さ
み
を
借
り
て
み
か
ん
畑
へ
行
き
ま
し
た
。

お
い
し
い
み
か
ん
を
お
な
か
一
杯
食
べ
れ
た
か

な
？

　
　
わ
た
し
は
５
個
食
べ
た
よ
。

　
　
僕
は
、
１０
個
は
食
べ
た
。

　
　
み
か
ん
を
食
べ
た
ら
、
海
を
見
下
ろ
し
な

が
ら
歩
い
て
、
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
「
古
木
里
庫
」

（
④
）へ
向
か

い
ま
し
た
。

　
　
途
中
に

あ
っ
た
『
み

か
ん
ロ
ボ
』

が
か
わ
い
か

っ
た
ね
。

　
　
僕
は
、

高
台
か
ら
見

え
る
蔦
島
が

き
れ
い
だ
っ

た
よ
。

　
　
昨
年
の
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
古
木
里
庫
に

到
着
。
こ
こ
は
、
古
い
民
家
を
解
体
し
た
時
に

出
た
廃
材
を
集
め
た
レ
ト
ロ
な
空
間
な
ん
だ
。

懐
か
し
い
も
の
が
一
杯
あ
っ
た
ね
。

　
　
入
館
し
て
す
ぐ
に
「
は
ま
ぐ
り
汁
」（
⑤

）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
で
取
れ
た
は
ま

ぐ
り
が
い
っ
ぱ
い
入

っ
て
い
た
よ
。

　
　
ほ
ん
と
、
お
い

し
か
っ
た
〜
。

　
　
先
生
は
、
こ
こ
を
大
人
の
遊
び
場
と
し
て

古
材
を
利
用
し
た
ア
ー
ト
再
生
体
験
を
し
た
ら

い
い
と
思
う
ん
だ
。
先
生
く
ら
い
の
年
齢
の
人

が
、
材
料
選
び
か
ら
製
品
作
成
ま
で
、
い
ろ
ん

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト
を
作
れ
る
と
思

う
と
楽
し
く
な
る
ね
。

　
　
こ
の
日
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
干
物
な
ど
の
売

Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅

Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅

満水公園

①七宝山トンネルの入り口

③曽保みかんで
　 フレッシュジュース
③曽保みかんで
　 フレッシュジュース

④古木里庫

⑤古木里庫でいただいた
　「はまぐり汁」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
宝
山
ト
ン
ネ
ル
で
行
く
、
曽
保

み
か
ん
狩
り
と
新
ス
ポ
ッ
ト
「
古
木
里
庫
」
の
レ
ト
ロ
な
空
間
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
宝
山
ト
ン
ネ
ル
で
行
く
、
曽
保

み
か
ん
狩
り
と
新
ス
ポ
ッ
ト
「
古
木
里
庫
」
の
レ
ト
ロ
な
空
間
ウ
ォ
ー
ク

こ

き

り

こ

こ

き

り

こ

ひ
う
ち
な
だ



七宝山トンネル

志保山

七宝山
仁尾港

仁尾浜

大蔦島

小蔦島

2.8km

1.4km

2.6km
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　Ｊ
Ａ
香
川
県
　
マ
ル
曽
み
か
ん
部
会

部
会
長
　
吉
田
　
哲
司
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
商
工
観
光
課
　
☎
６２
・
１
１
２
９

ア
ク
セ
ス

行
き

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、
Ｊ
Ｒ

比
地
大
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
の
コ
ー
ス

※
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
へ
は
、
豊
中
高
瀬
線
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
Ｊ
Ａ
比
地
大
支
店
バ
ス
停
（
豊
中
三

　
野
線
）
か
ら
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
は
徒
歩
１
分
で

　
す
。

帰
り

※
Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
は
、
高
瀬
線
、
豊
中
高
瀬

　
線
、
豊
中
三
野
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
三
豊
市
役
所
バ
ス
停
に
は
徒
歩
５
分

　
で
行
け
ま
す
。
三
豊
市
役
所
バ
ス
停
か
ら
は
、

　
右
記
路
線
に
加
え
、
高
瀬
仁
尾
線
、
豊
中
仁

　
尾
線
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、
三

豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

　
曽
保
は
地
形
に
恵
ま
れ
て
、
県
下
で
も

有
数
の
み
か
ん
の
産
地
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仁
尾
は
古
く
か
ら
港
町
と
し
て

栄
え
、
昔
な
が
ら
の
町
並
み
や
伝
統
の
味

な
ど
が
豊
富
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
仁
尾
町
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

店
も
出
て
い
た
ね
。

　
　
さ
あ
、
次
は
仁
尾
の
昔
な
が
ら
の
町
並

み
を
少
し
歩
い

て
履
脱
八
幡
神

社（
⑥
）へ
。

　
　
神
社
で
は

宮
司
さ
ん
の
説

明
を
聞
き
ま
し

た
。

　
　
松
の
木
が

多
い
神
社
だ
っ

た
〜
。

　
　
松
林
の
中

を
神
社
の
お
旅
所
ま
で
歩
い
て
、
緩
や
か
な

坂
道
を
上
り
、
農
道
に
出
て
吉
津
峠
に
向
か

っ
た
ね
。

　
　
高
台
に
あ
る
農
道
か
ら
は
、
仁
尾
の
町

並
み
と
蔦
島（
⑦
）が
よ
く
見
渡
せ
ま
し
た
。

　
　
こ
こ
は
眺

め
が
最
高
だ
っ

た
〜
。

　
　
少
し
き
つ

か
っ
た
け
ど
、

一
気
に
吉
津
峠

を
越
え
て
三
野

町
の
八
柱
公
園

で
小
休
止
。

　
　
こ
こ
は
一

気
に
越
え
た
か

ら
疲
れ
た
〜
。

　
　
そ
の
ま
ま
、
み
の
駅
に
行
く
の
か
と
思

っ
た
ら
満
水
公
園
を
越
え
て
高
瀬
駅
の
ル
ー

ト
だ
っ
た
ね
。

　
　
そ
う
な
ん
だ
よ
。
そ
の
ま
ま
み
の
駅
に

向
か
う
よ
り
、
比
地
を
越
え
て
高
瀬
駅
に
行

く
方
が
近
い
ん
だ
。

　
　
満
水
公
園
か
ら
１０
分
程
歩
い
た
ら
、
屋

根
の
上
に
飛
行
機
が
乗
っ
て
い
る
面
白
い
家

が
あ
っ
た
ね
。

　
　
僕
も
見
た
よ
。

　
　
け
ど
電
車
の
時
間
も
あ
っ
た
の
で
、
み

ん
な
高
瀬
駅

に
急
い
で
歩

き
ま
し
た
。

　
　
今
回
は
、

み
か
ん
狩
り

や
絞
り
た
て

の
フ
レ
ッ
シ

ュ
ジ
ュ
ー
ス
、

不
思
議
空
間

「
古
木
里
庫
」

な
ど
の
ウ
ォ

ー
ク
で
し
た

が
、
充
分
に

楽
し
め
た
か

な
？
帰
り
は
、
峠
越
え
で
距
離
も
あ
り
、
少
し

し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
面
白
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
ね
。

今
後
も
お
も
し
ろ
い
企
画
や
コ
ー
ス
を
作
っ
て
、

み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る
と
す
る
か
。
お
っ
ほ
ん
。

①七宝山トンネルの入り口

②正面に広がる燧灘

③曽保みかんで
　 フレッシュジュース

④⑤古木里庫

吉津峠

八柱公園

⑥履脱八幡神社

⑦仁尾の
　町並みと蔦島

★

★

★

★

★

★

★

②正面に広がる燧灘

⑦仁尾の町並みと蔦島 ⑥履脱八幡神社⑥履脱八幡神社
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第１回三豊みかん・うどん健康マラソン大会
参加者募集！！

第１回三豊みかん・うどん健康マラソン大会
参加者募集！！

三豊市に香川県民待望の『宝山湖』が完成します。

３月に、完成を記念して「第１回三豊みかん・うどん健康マラソン大会」を開催します。

水面に写る山々と湖面の大パノラマを見ながら、気持ちよく走ってみませんか？

ファミリーから本格的ランナーまで幅広く楽しめます。

多くの参加者と皆さんの応援をお待ちしています。

三豊市に香川県民待望の『宝山湖』が完成します。

３月に、完成を記念して「第１回三豊みかん・うどん健康マラソン大会」を開催します。

水面に写る山々と湖面の大パノラマを見ながら、気持ちよく走ってみませんか？

ファミリーから本格的ランナーまで幅広く楽しめます。

多くの参加者と皆さんの応援をお待ちしています。

開 催 日 ３月２２日（日）

２月２０日（金）〈消印有効〉

当日のボランティアスタッフも募集しています

（雨天決行）

※男女の部があります。（ファミリーの部以外）※年齢は大会当日の年齢とします。

開催場所 香川用水調整池「宝山湖」周回コース

受　　付 午前８時～９時

競技種目および参加料

申し込み期限

申し込み・問い合わせ

申し込み方法

３月２２日（日）（雨天決行）

香川用水調整池「宝山湖」周回コース

午前８時～９時 競技開始 午前９時３０分～午前９時３０分～

市役所および各支所にある参加申込書（市ホームページでダウンロードもできます）に必要事項

を記入の上、ゆうちょ銀行から参加料を振り込むと受け取る「払込受領書」（コピー可）を添付

し、下記まで送付してください。なお、参加申込書は下記に連絡いただければ郵送もしています。

コース図

案 内 図

部　門

１km
ファミリー

小学生（１～３年生）
と保護者のペア

１ペア

小学生１人

１,０００円

５００円

中学生１人 ５００円

高校生１人
一　般１人

１,０００円
２,０００円

高校生１人
一　般１人

１,０００円
２,０００円

小学生（４～６年生）

中学生

高校生から５０歳未満

５０歳以上

高校生から５０歳未満

５０歳以上

小学生

中学生

成　年

壮　年

成　年

壮　年

３km

５km

１０km

参加対象 参加料

〒７６７－０００１　三豊市高瀬町上高瀬７５１－２４　高瀬町総合体育館内

三豊みかん・うどん健康マラソン大会実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　 ☎／FAX　７２－１６００
▲おいしいみかんも
　ありますよ

▼うどんのお接待も
　あります

日　　時 ２月２８日（土）　　午前９時

集合場所 ＪＲ予讃線本山駅（駐車場はありませんので、ＪＲ等公共交通機関をご利用ください）

参 加 料 ５００円（保険料込み）

申し込み期限 ２月２６日（木）

コ ー ス 約１９ｋｍ（約７時間１０分）
ＪＲ本山駅⇒須賀神社⇒宗運寺⇒天満神社⇒天神山（梅林）⇒大喜多家長屋門⇒薬王寺⇒
本山寺⇒ＪＲ本山駅

こうち

▲

申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎６２ －１１２９

ほうざんこほうざんこ

高松自動車道

１km

本
山
駅

予
讃
線 土

讃
線

讃
岐
財
田
駅

さ
ぬ
き
豊
中
I.C

３７７

３km ５・１０km

２３

５

要予約



　食に関する指導を充実させるためには、学校給食を生きた教
材として活用し、給食の時間だけでなく学校教育活動全体を通
して取り組むことが必要です。　　　　
　今回、市内中学３年生の保健体育の授業で｢生活習慣病の予
防｣について考え、ふだん食べている学校給食を分析しました。
　すると、学校給食は、
　　　脂肪ひかえめ（動脈硬化予防）
　　　塩分ひかえめ（高血圧予防）
　　　糖分ひかえめ（糖尿病予防）
　　　緑黄色野菜や食物繊維たっぷり（がん予防）
　そして適正な分量【主食:主菜:副菜＝３:１:２】であることに
気づきました。学校給食が『生活習慣病予防の食事』であると
認識できました。　
　学校給食を「生きた教材」にすることで、ふだんの食生活を
　考え、家庭での実践化につなげられたらと考えています。

（財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２
http://web.sun-age.or.jp/mitoyo/index.html

世界の料理教室

登録統計調査員を募集しています登録統計調査員を募集しています

講　師 崔　榮晋氏（韓国）

場　所 山本町保健センター２階調理室

韓国★チヂミ作り

講　師

場　所 高瀬町上高瀬公民館調理室

～韓国編～ ～韓国編～

～後編～

２　２８
土土

２　２１ 韓国★キムチ作り

韓国料理の達人・崔先生が家庭でも簡単に出来る韓国
本場のチヂミを紹介します！外はカリッと、中はふん
わりしたチヂミを一緒に作りましょう！！ 

　登録してもすべての統計調査に従事す

る必要はなく、時間的に可能であれば統

計調査員として従事いただきます。

　応募は随時受け付けています。お問い

合わせ・お申し込みについては下記まで

ご連絡ください。

①２０歳以上で責任を持って調査事務を遂行できる人

②市内で調査活動が可能な人

③警察・税務・選挙などに直接関係のない人

韓国料理の心臓といえる「キムチ」を材料の選び方か
らつけ方まで丁寧に指導します！！マシッソヨ！おい
しい！

三豊市国際交流協会から

おいしいと幸せな気持ちになる！それは万国共通！！おいしいと幸せな気持ちになる！それは万国共通！！
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主な業務

応募資格

報　　酬

▲

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

時　間 午前１０時３０分～午後１時 各クラスとも　16組（定員になりしだい締め切り） 

参加料 １クラス　１組１,０００円（材料費込み） 準備物 エプロン

申し込み期間 ２月１６日（月）～ 各講座開催日の３日前

募集定員

※当日支払いとなります。

チェ ヨンジン

崔　榮晋氏（韓国）
チェ ヨンジン

　市では国が行う各種統計調査に継続して従事してくださる登録統計調査員を募集しています。

　調査の種類や件数に応じて報酬が支払われます

高瀬町学校給食センター

学校給食を「生きた教材」として活用した授業！

３２

主食は、食物繊維
をとるために
　　　「麦ごはん」

副菜は、野菜
をたっぷりと
るために２品

主菜の「鶏肉
のガーリック
焼き」は、脂
肪を控えるた
めに６５g

　統計調査票の配布・回収・点検など
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健康課　☎７３－３０１４

▲

問い合わせ

健康課　☎７３－３０１４

▲

問い合わせ健康課　☎７３－３０１４

▲

問い合わせ

地域包括支援センター
（介護保険課内）
☎７３－３０１７

冬に爆発！
血管の病気「動脈硬化」

脳きらり教室

“入れ歯友の会”を終えて 西香川病院の増築工事が完成

日程

人と話すんジャー

参加者募集

４～７月　各地区月１回　４回シリーズ

詳しい日程は、３月中旬に申し込み者に送付
します。

高瀬町　市役所西館大会議室

山本町　山本町保健センター

三野町　三野町保健センター

豊中町　豊中町保健センター

詫間町　マリンウェーブ

仁尾町　仁尾文化会館

財田町　財田町国保高齢者
　　　　　保健福祉支援センター

内容 医学的な講話、笑いの講演会、運動など

参加料 無料

場所

申し込み・問い合わせ

　認知症は、加齢や病気などが原因となり、だれもがか

かる可能性のある病気です。

　しかし、生活習慣を変えて発症を遅らせたり、早期に

発見して症状を軽くおさえたりすることができます。�   

『脳きらり教室』に参加して、認知症を予防しましょう。

　『入れ歯友の会』は今年度で２年が終了しました。

昨年度の参加者は６９人、今年度は１０２人とたくさん

の人が参加し、入れ歯の話や手入れ方法について皆さ

んと話し合いました。

　“くしゃみで入れ歯が外れた話”、“酔って入れ歯を

外した場所がわからず探した話”など、笑えるようで

笑えない話とともに、「もちやいちじくが食べにくい」

などの苦労話も話題になりました。

　『入れ歯友の会』は、入れ歯と友達になってもらう

ための会です。今後、入れ歯の理解を深め、また、入

れ歯の調子がよくなるヒントを皆さんと一緒に考えて

いきたいと思います。

　ぜひご参加ください。

　昨年の４月に着工した病棟の増築工事がこのほど完了

し、２０人用の生活空間が生まれました。そのうち、１５

室の個室が新設され、これまでの療養環境とは異なり、

専用トイレが設けられ

るなど、プライバシー

に配慮した居住空間を

提供できるようになり

ました。

　面会者にとっても他

の患者に気兼ねなく、

自由に面会できるよう

になっています。

　「動脈硬化」は血管がもろく

なっていく病気で、心筋梗塞や

脳卒中などを引き起こします。

　「動脈硬化」の原因は、不適

切な食生活や喫煙、運動不足、過度の飲酒、ストレスな

どで、4人に1人がこの「動脈硬化」で亡くなっています。

　寒い冬場は、血管が収縮するので、心筋梗塞や脳卒中

が起こりやすい季節です。夜中のトイレ、風呂場の脱衣

場、朝の着替えのときなど室内の温度を温かく保ちまし

ょう。

◎心筋梗塞

　主な症状：激しい胸痛。呼吸困難。

　対　　処：上半身を起こして座る。

　　　　　　脈がない場合は心臓マッサージをする。

◎脳卒中

　主な症状：手足のしびれや麻痺。ものが2重に見える。

　　　　　　言葉がでない。食べ物が飲み込めない。

　対　　処：意識、呼吸、嘔吐の有無を確認する。

　　　　　　吐きそうな場合は横向きに寝かせる。

申し込みが
必要です

※意識がない場合は、
　　　　　 早めに救急車を呼びましょう。
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三豊市奨学金貸付希望者を募集します
貸付対象者 貸付期間および利息

　平成２１年度に学校教育法に規定する学校のうち、高等

学校の全日制、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の

高等部、高等専門学校、短期大学および大学（大学院を除

く）に在学する人

貸付要件

・市内に住所を有する人（進学のため他の市町村に住所を

　移す人を含む）

・修学意欲があり、学校長が推薦する人

・経済的な理由により修学が困難であると認められる人

（ただし、市税を完納している世帯）

選　考

　奨学生選考会議で決定

貸付額

・ 高等学校等　　　　　　　　　　月額１０,０００円以内

・ 高等専門学校および短期大学　　月額１５,０００円以内

・ 大学　　　　　　　　　　　　　月額２０,０００円以内

　貸付期間は、貸し付けを受ける月数を通算して、奨学生

の在籍する学校の修業年限に相当する月数以内とし、無利

子とします。

返　還

　正規の修学期間が満ちた日の翌年４月から、貸し付けを

受けた期間に２年を加えた期間内に、月賦または半年賦、

年賦払いにより返還してください。

申し込み書類

・ 奨学金貸付申請書

・ 奨学生推薦調書

・ 所得・課税証明書および納税証明書（世帯全員のもの）

・ 住民票の写し（世帯全員のもの）

・ 入学許可書の写しまたは在学証明書（発行されしだい）

※申請書・推薦調書は、教育総務課、各支所市民サービス

　課（高瀬は市民課）に備え付けています。

申し込み期限

　２月２７日（金）（年度途中で、貸し付けを受けようと

する場合は、この限りではありません）

教育総務課　☎６２ －１１１０

▲

申し込み・問い合わせ

高松地方裁判所総務課　☎０８７－８５１－１５３７

▲

問い合わせ

Q
『裁判員制度』

候補者名簿に記載されたら、
必ず裁判所に行くことになるのですか？
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６２-１１１５

６２-１１１６

☎

☎

一般用

少年相談

「
心
子
救
」

　
相
談
電
話
　
☎
６２
・
１
１
１
６

　
気
軽
に
相
談
を
！

《
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
》

し
ん
こ
き
ゅ
う

　
薬
物
被
害
か
ら
子
ど
も
を
救
う
活

動
を
続
け
て
き
た
「
夜
回
り
先
生
」

こ
と
、
水
谷
修
氏
の
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
若
年
層
の
大
麻
使
用
や
家
庭
崩
壊

が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

中
、
経
験
に

根
ざ
し
た
水

谷
氏
の
講
演

に
、
多
く
の

参
加
者
が
感

銘
を
受
け
ま

し
た
。
参
加

者
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す

○
お
話
の
一
つ
ひ
と
つ
に
重
さ
を
感

　
じ
、
感
動
し
ま
し
た
。
我
々
大
人

　
の
す
べ
き
事
…
明
日
か
ら
が
ん
ば

　
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
水
谷
先
生
と
お
会
い
し
て
、
友
だ

　
ち
の
こ
と
を
思
う
勇
気
、
生
き
る
 

 
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
僕
は
今
、教
師
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
あ
な

　
た
に
負
け
な
い
教
師
に
な
る
。

○
「
努
力
し
な
い
と
親
に
な
れ
な
い
」

　
と
い
う
言
葉
に
、
自
分
に
甘
え
が
あ

　
っ
た
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

　
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

　
い
ま
す
。

○
夜
の
世
界
を
知
っ
て
い
る
先
生
だ
か

　
ら
こ
そ
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
苦
し

　
み
、
悩
み
が
よ
く
わ
か
る
の
だ
と
思

　
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
と

　
と
も
に
真
剣
に
向
か
い
合
っ
て
い
き

　
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
褒
め

　
る
こ
と
。

○
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
、
今
日
か
ら
始

　
め
る
。
子
ど
も
を
褒
め
る
こ
と
、
正

　
直
言
っ
て
少
な
い
。
自
分
の
心
に
ゆ

　
と
り
が
な
い
の
が
一
番
の
理
由
だ
と

　
反
省
し
て
い
る
。
こ
の
き
び
し
い
時

　
代
を
、
家
庭
の
明
る
さ
で
生
き
ぬ
く

も
う
ひ
と
つ
の
安
心
を
プ
ラ
ス

国
民
年
金
基
金
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
自
営
業
な
ど
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
年
金
を
給
付
す
る
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。

　　
２０
歳
か
ら
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
人
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

①
税
制
面
で
優
遇

　
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
す
べ

　
て
社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
か
ら

　
控
除
さ
れ
、
受
け
取
る
年
金
に
も

　
公
的
年
金
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
掛
け
金
が
お
得

　
年
金
の
受
取
額
が
同
額
の
場
合
、

　
月
々
の
掛
け
金
は
一
般
の
個
人
年

　
金
に
比
べ
て
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
何
口
か
ら
で
も
加
入
、増
減
も
自
由

　
毎
月
の
掛
け
金
の
上
限
で
あ
る
６

　
８，
０
０
０
円
の
範
囲
内
な
ら
何

　
口
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
（
た
だ
し
、

　
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
に
加
入
し

　
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
掛
け
金

　
と
合
わ
せ
て
６
８，
０
０
０
円
が

　
上
限
）、
さ
ら
に
加
入
後
も
増
減
で

　
き
ま
す
。

④
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
年
金
設
計
が
可
能

　
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
、

　
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
年
金
設
計
が

　
で
き
ま
す
。

⑤
公
的
年
金
だ
か
ら
安
心

　
国
民
年
金
基
金
の
支
給
す
る
老
齢

　
年
金
は
、国
民
年
金
と
と
も
に
「
国

　
民
年
金
法
」
で
定
め
ら
れ
た
公
的

　
年
金
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な

っ
た
場
合
、
そ
の
未
納
と
な
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
基
金
の
掛
け
金
を
納

付
し
て
い
た
と
し
て
も
、
年
金
ま
た

は
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
期
間
の
掛
け
金
は
、
そ
の
ま
ま

加
入
者
に
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
還
付
さ
れ
た
掛
け
金
に
つ

い
て
、
す
で
に
社
会
保
険
料
控
除
の

適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
、
そ
の
額

に
つ
い
て
修
正
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
も
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
２
月
２
日（
月
）

　
豊
中
庁
舎
　
３
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　
２
月
９
日（
月
）

　
三
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
相
談
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
国
民
年
金
基
金

　
　
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

　
１
年
分
、
６
カ
月
分
な
ど
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、

保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
毎

月
納
付
す
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
座
振

替
で
前
納
す
る
と
、
さ
ら
に
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
の
前
納
納
付
を
希
望

す
る
人
は
、
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
を
お
持
ち

の
う
え
、
２
月
末
日
ま
で
に
社
会
保

険
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成
２０
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
全
額
所
得
控
除
さ
れ
ま

す
。

※
平
成
２０
年
分
「
社
会
保
険
料
（
国

　
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　
が
お
手
元
に
な
い
人
は
、
次
の
専

　
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

（
平
成
１７
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

　
料
）控
除
証
明
書
」等
の
添
付
が
義

　
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
）

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

３
月
１３
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
善
通
寺
社
会
保
険
事
務
所

　
　
国
民
年
金
課

　

☎
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

国
民
年
金
基
金
と
は
・
・
・

加
入
で
き
る
人
は
・
・
・

国
民
年
金
本
体
の
保
険
料
納
付
も

お
忘
れ
な
く
！

国
民
年
金
基
金
の
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

お
得
な

前
納
制
度
＆
口
座
振
替

　
　
　
　

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

も
う
す
ぐ
申
告
相
談
が

始
ま
り
ま
す

● ●

。

。
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お 知
ら
せ

平
成
21
年
度
三
豊
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
会
児
童
・
指
導
員
募
集

史
跡
宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
（
仮
称
）

整
備
事
業
記
念
講
演
会

「
陜
川
郡
第
８
回
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

　
大
会
」
ラ
ン
ナ
ー
募
集

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

募

集

募

集

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

「
耳
の
日
」
記
念
講
演
会

初
め
て
の
絵
手
紙
講
座

三
豊
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
の
健
康
教
室

三豊市メール配信
サービス実施中

登録はこちら ▼

h
ttp
://
w
w
w
.city.m

ito
yo
.lg
.jp
/

【
入
会
児
童
募
集
】

◆
対　

象

・
低
学
年
児
童

・
４
月
入
学
予
定
児
童

◆
申
し
込
み
期
限

　
２
月
２７
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
指
導
員
募
集
】

　
子
ど
も
た
ち
が
宿
題
や
読
書
を
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
の
を
見
守
っ

て
く
れ
る
人
、
ま
た
は
そ
う
い
っ
た

事
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　

☎
７３
・
３
０
１
６

　
友
好
都
市
の
大
韓
民
国
陜
川
郡
で

さ
く
ら
並
木
の
中
を
走
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時

　
３
月
２９
日（
日
）

◆
応
募
資
格

　
１８
歳
以
上
の
健
康
な
人

◆
定　

員

　
２０
人

◆
申
し
込
み
期
限

　
２
月
２０
日（
金
）

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
市
走
友
会
事
務
局

（
高
瀬
町
総
合
体
育
館
内
）

　
☎
７２
・
１
５
０
０

【
藤
原
京
の
造
営
】

◆
日　

時

　
２
月
８
日（
日
）

　
午
後
1
時
３０
分
〜
３
時

◆
場　

所

　
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師

　
前
園
　
実
知
雄
氏

（
奈
良
芸
術
短
期
大
学
教
授
）

【
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
香
川
】

◆
日　

時

　
3
月
１
日（
日
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◆
場　

所

　
三
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師

　
渋
谷
　
啓
一
氏

（
県
観
光
振
興
課
専
門
学
芸
員
）

◆
参
加
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　
☎
６２
・
１
１
１
３

◆
日　

時

　
２
月
２１
日（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

◆
場　

所

　
仁
尾
町
文
化
会
館

◆
内　

容

・
大
人
の
た
め
の
絵
本
の
読
み
聞
か

　
せ

・
手
話
ソ
ン
グ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

　
ン
グ
等

◆
参
加
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
図
書
館

　
☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日　

時

　
２
月
２１
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◆
場　

所

　
財
田
町
公
民
館

◆
対
象

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

◆
定　

員

　
２０
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
料

　
無
料

※
材
料
代

 
３
０
０
円
別
途

◆
申
し
込
み
期
限

　
２
月
１２
日（
木
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
財
田
町
公
民
館

　
☎
６７
・
０
１
０
８

【
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
】

◆
日　

時

　
２
月
１３
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

◆
テ
ー
マ

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
人
の

　
た
め
の
健
康
講
座（
３
）』

　
〜
抑
え
よ
う
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜

【
腎
臓
病
教
室
】

◆
日　

時

　
２
月
１９
日（
木
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

◆
テ
ー
マ

　
調
理
実
習
「
バ
イ
キ
ン
グ
で
選
ん

　
で
み
ま
し
ょ
う
」

【
糖
尿
病
教
室
（
夜
間
）
】

◆
日　

時

　
２
月
１２
日（
木
）

　
午
後
６
時
〜
７
時
３０
分

◆
テ
ー
マ

・
糖
尿
病
の
検
査
と
数
字
の
読
み
方

・
試
食
会
③
野
菜
を
お
い
し
く
た
っ

　
ぷ
り
食
べ
て
、
血
糖
安
定
！

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
総
合
病
院
 

　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
５２
・
３
３
６
６

◆
日　

時

　
３
月
１
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
観
音
寺
市
立
中
央
図
書
館

◆
内　

容

・
講
演

「
難
聴
の
は
な
し
」

「
補
聴
器
の
上
手
な
買
い
方
・
使
い

　
方
」

・
補
聴
器
展
示
お
よ
び
相
談

◆
対
象
者

・
聞
こ
え
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
人

・
補
聴
器
で
悩
ん
で
い
る
人

◆
参
加
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
県
障
害
福
祉
相
談
所

　
☎
０
８
７
（
８
６
７
）
２
６
９
６
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◆
日　

時

　
２
月
１１
日（
水
・
祝
）

　
午
後
０
時
３０
分
〜
４
時

◆
場　

所

　
観
音
寺
市
市
民
会
館

◆
内　

容

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
医
療
放
射
線
展

◆
参
加
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
☎
０
８
７
（
８
９
８
）
５
１
１
１

◆
日　

時

　
２
月
１
日（
日
）

　
午
後
７
時

◆
場　

所

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園

◆
対
象
者

　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
料

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場
で
受
付

※
雨
天
曇
天
は
、
中
止
し
ま
す
。

　
不
明
の
場
合
は
、
左
記
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

　
３
月
１
日
か
ら
火
葬
場
の
電
話
予

約
を
始
め
ま
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
に
関
し
て
火
葬
許

可
手
続
き
前
に
予
約
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。（
※
夜
間
も
可
能
）

　
な
お
、
夜
間
の
電
話
予
約
開
始
に

よ
り
火
葬
許
可
手
続
き
は
、
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
と
な
り

ま
す
。

　
電
話
予
約
は
、
住
所
が
あ
る
各
支

所
（
高
瀬
は
本
庁
）
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
環
境
衛
生
課

　
☎
７３
・
３
０
０
７

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
付
が
３

月
３１
日
で
終
了
し
ま
す
。
請
求
書

は
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
未
請
求
の
人
は
、
早
急
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
外
地
か
ら
の
引
揚
者
（
引
揚
者
）

※
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
1
年
以

　
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引

　
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象

　
で
す
。

・
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
旧
軍

　
人
（
恩
給
欠
格
者
）

・
シ
ベ
リ
ア
な
ど
で
強
制
抑
留
さ
れ

　
た
人
（
戦
後
強
制
抑
留
者
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
　
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
豊
か
で
活
力

あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
や
絵
を
募
集
し
ま
す
。

【
高
齢
者
部
門（
作
文
）
】

◆
テ
ー
マ

「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」

◆
応
募
資
格

　
６０
歳
以
上
の
人

【
小
学
生
部
門（
作
文
ま
た
は
絵
）
】

◆
テ
ー
マ

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

◆
応
募
資
格

３
月
１
日
か
ら

火
葬
場
電
話
予
約
が
出
来
ま
す

「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」
等

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の

受
付
が
終
了
し
ま
す

催
し
物

催
し
物

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

そ
の
他

そ
の
他

香
川
県
放
射
線
技
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
５
回
市
民
公
開
講
座

「
こ
こ
が
知
り
た
い
乳
が
ん
」

　山火事は延焼しやすく消火しにくい火災で、大規模な

火災に発展して地域社会に甚大な影響を与えることか

ら、山火事を発生させないことが最も大切です。

　山火事の多くが、ちょっとした火の取り扱いの不注意

で発生しています。次のことを守って、恐ろしい山火事

を防ぎましょう。

○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では絶対た

　き火はしない。

○風が強い時、空気が乾燥している時には、たき火や野

　焼きはしない。

○たばこ火は必ず消し、絶対投げ捨てない。

○火遊びはしない。



フルーツ王国みとよの「季節のはな」

　三豊は、マーガレット生産量日本一。

　海岸沿いで冬も温暖な詫間、仁尾で栽培され、１０月か

ら5月にかけて出荷されています。

　花占いにも使われる小さく可憐な花は、添え花として欠

かせない存在です。またしおれても花びらが落ちないの

で、受験生の応援にもピッタリのお花です。

花言葉は

　「心に秘めた愛」

　「愛の誠実」
フルーツ王国みとよキャラクター

『マーガレット女王』

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

『
マ
ーガ
レット』の情報を

三

豊
市の
ホームページで

紹

介

三豊菜の花プロジェクトロビー展

展示場所と期間

マーガレット
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平
成
２１
年
度
在
籍
の
小
学
生

◆
応
募
締
切

　
４
月
３０
日（
木
）

※
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
☎
７３
・
３
０
１
５

　
「
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
学
校
卒
業
後
あ
る

い
は
中
途
退
学
、
ま
た
は
離
職
後
一

定
期
間
無
業
の
状
態
に
あ
る
人
の
職

業
的
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
専

任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別
に
継
続
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
１５
歳
か
ら
お
お
む
ね
３５
歳
の
人

で
、
学
校
を
卒
業
あ
る
い
は
中
途
退

学
後
働
い
て
い
な
い
人
、
離
職
後
、

無
業
の
状
態
が
長
く
な
っ
て
い
る
人

◆
費　

用

　
無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

　
ョ
ン

　

☎
０
８
７
７
（
５
８
）
１
０
８
０

（
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、
日
・
祝

　
日
を
除
く
）

　
発
展
途
上
国
で
は
、
視
力
の
矯
正

が
必
要
で
も
眼
鏡
の
買
え
な
い
人
々

が
何
百
万
人
も
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
三
豊
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
使
用
済
み
の
眼
鏡
を
回

収
、
修
理
し
て
、
発
展
途
上
国
の
眼

鏡
の
必
要
な
人
々
に
、
無
料
で
提
供

す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
不
要
な
眼
鏡
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
◆
対　

象

・
使
用
済
み
の
眼
鏡
（
壊
れ
て
い
な

　
い
も
の
）

・
サ
ン
グ
ラ
ス

◆
回
収
場
所

・
市
役
所
や
各
支
所
の
窓
口

・
市
内
中
学
校

◆
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
７２
・
４
４
８
７

　
「
石
綿
救
済
法
」
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対

象
が
、
平
成
１８
年
３
月
２６
日
ま
で
に

石
綿
に
よ
る
疾
患
で
亡
く
な
っ
た
労

働
者
の
ご
遺
族
で
、
時
効
に
よ
り
労

災
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
た
人
へ
と
拡
大
さ
れ
、
請
求
期
限

も
平
成
２４
年
３
月
２７
日
ま
で
と
延

長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
請
求
手
続
き
な
ど
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
労
働
局
　
労
災
補
償
課

　
☎
０
８
７
（
８
１
１
）
８
９
２
１

　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
行

う
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。
◆
日　

時

　
２
月
２０
日（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
２
月
２１
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

◆
場　

所

　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

（
丸
亀
市
郡
家
町
）

◆
内　

容

・
記
念
講
演

・
親
子
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

・
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

☎
０
８
７
７
（
２
４
）
６
２
９
８

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害

者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

無
業
の
状
態
に
あ
る
若
者
の
皆
さ
ん
へ

自
立
を
支
援
し
ま
す
！

四
国
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０
９

★
リ
サ
イ
ク
ル
★

不
要
に
な
っ
た
眼
鏡
を
集
め

て
い
ま
す

　「Ｓｔｏｐ！地球温暖化～みんなでやろうよ。地球に

『ええこと』Ｐａｒｔy～２００８」（県地球温暖化防止活動推

進センター主催）で「ええこと」賞を受賞した『三豊菜

の花プロジェクト』の取り組みを紹介するパネルを、市

役所ロビーなどで展示します。ぜひ、ご覧ください。

市 役 所　　　　２月　２日

豊中庁舎　　　　２月１６日

三野庁舎　　　　２月２３日

財田庁舎　　　　３月　２日

山本庁舎　　　　３月　９日

マリンウエーブ　３月１５日

仁尾庁舎　　　　３月２３日

～　６日

～２０日

～２７日

～　６日

～１３日

～２１日

～２７日

問い合わせ　環境衛生課　☎７３ －３００７▼
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マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

健康相談 健康課　☎７３－３０１４

乳幼児健診

４カ月児健診 １７日（火）

２４日（火）

３日（火）

１０日（火）

５日（木）

１２日（木）

１９日（木）

２６日（木）

豊中

三野

三野

豊中

豊中

三野

豊中

三野

（平成２０年１０月生まれ）

１０カ月児健診
１３:３０～

　　１３:５０

（平成２０年４月生まれ）

１歳６カ月児健診
（平成１９年７月生まれ）

３歳児健診
（平成１７年７月生まれ）

子育て支援課　☎７３－３０１６

対　象 日程 ※場所受付時間

高齢者総合相談

仁尾庁舎

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

三豊市役所

三野町保健センター

豊中庁舎

山本町保健センター

詫間福祉センター

９:３０～１１:００

日　程 時　間 場　所

地域包括支援センター　☎７３－３０１７
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

月月

2
    FEBRUAR

Y

2
    FEBRUAR

Y

◎県の専門員が相談に応じます。
◎希望者は事前に電話でお申し込みください。
※場所　豊中…豊中町保健センター　三野…三野町保健センター

１３:００～１５:００

日　程 時　間 ※場　所

豊中

子育て支援課　☎７３－３０１６児童相談

１０:００～１１:３０

日　程 時　間 場　所

詫間福祉センター６日

福祉課　☎７３－３０１５こころの健康相談

（金）

２４日（火）

福祉課　☎７３－３０１５精神デイケア

 ２５日（水）

プレママひろば 子育て支援課　☎７３－３０１６

豊中

対　象 日程 ※場所受付時間

１６週以上の妊婦
（参加希望者は前日までに電
　話でお申し込みください）

９：２０～９：３０

１７日（火）

楽しい歯磨き教室 子育て支援課　☎７３－３０１６

・歯ブラシ
・コップ

対　象 日程 ※場所 持参物時　間

１～３歳（市内在住）の
お子さんと保護者
◎申し込み不要

１０:００～

２日（月）

１０日（火）

１２日（木）

１３日（金）

１８日（水）

１９日（木）

２５日（水）

詫間福祉センター

山本町保健センター

豊中町保健センター

三野町保健センター

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

高瀬町農村環境改善センター

９:３０～１１:００

日　程 時　間 場　所

５日（木）

１２日（木）

１３日（金）

１６日（月）

１７日（火）

１８日（水）

２３日（月）

ワンコイン ロビー・コンサート

保 健 相 談　
コ ー ナ ー

相談事例
日 時

料 金

出 演

生　活

辞典豆

出会い系サイトでの不当な料金請求

　無料の占いサイトに登録したら出会い系サイトから

メールが入り、サイトにアクセスしたらいつの間にか

登録になった。利用料金として５０,０００円を請求され

た。支払いをしなければならないのでしょうか。

アドバイス

○アクセスしただけでは法律上、契約が成立している

　とは言えないので、支払う必要はありません。

○また個人情報も教えないようにしましょう。

あなたは大丈夫！？あなたは大丈夫！？
▲

問い合わせ

西讃県民センター（三豊合同庁舎内）☎２５－５１３５

※受付時間　午前８時３０分～午後５時

日　程 時　間 場　所

５日（木）

１２日（木）

１９日（木）

１０:００～１１:３０

高瀬町公民館

三野町太陽の家

山本町老人ふれあいプラザ

豊中

矢野昌二
（ラテンパーカッション）

〔スペシャルゲスト〕

元・東京キューバンボーイズ　矢野昌二氏を迎えておくる

冨山利三
（ベース）

朝倉　聖
（ドラム）

瀬部妙子
（ピアノ）

三崎希実子
（ラテンボ－カル）

情熱のラテンナイト

２月２０日
午後7時～

一般

The BLIND  with
サルサパフォーマー（ダンス）

学生
５００円
１００円

金



市民力

※香川県人口移動調査による

世帯数

総人口

世帯（＋３７）

（－８）

（－３）

（－５）人

2 3 , 4 1 2
6 9 , 4 3 0 人

人男

女

3 2 , 9 4 7
3 6 , 4 8 3

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきまし
た。厚くお礼申し上げます。　　　　　　（敬称略・受付順）

三豊市の人口
平成21年１月１日現在

大見小学校へ

社会福祉協議会へ

佐藤　壽男　観音寺

みとよ未来技術基金へ

月曜会　　　詫間町

前川　宏人
塩田　幸男
佐藤　真好
小林　　潔

藤田　秀男
山本　浩司
片山　　浩
小野カズミ

三野町
三野町
三野町
高瀬町

ボランティアやまもと七草の会
ふれあいパークみの

山本町
三野町

仁尾町
玉野市
三野町
詫間町

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１５:００

１０:００～１５:００

１３:００～１６:００

　２日（月）

４日（水）

５日（木）

　６日（金）

９日（月）

１７日（火）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

日　程 時　間 場　所

日　程 医療機関名 電話番号市町名

日　程 医療機関名 電話番号市町名

行政相談

休日当番医

休日当番医 歯科

永野内科医院

国土外科医院

高井医院

富田内科医院

石井医院

河田病院

池田外科医院

クリニック池田

瀬尾医院

大西病院

うすき歯科

野口歯科

小野歯科

大西ただし歯科クリニック

１日（日）

８日（日）

１１日（水）

１５日（日）

２２日（日）

１日（日）

８日（日）

１５日（日）

２２日（日）

高瀬町

観音寺市

山本町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

豊中町

観音寺市

仁尾町

観音寺市

観音寺市

観音寺市

高瀬町

観音寺市

５２－６１５０

２５－３９００

７２－３８８８

５７－５０９５

７４－６０１８

２５－０２９０

６３－２０４１

２４－０１８０

７３－６１００

２５－３６６８

６２－３１５１

２３－１５００

８２－２２９５

２５－３１９１

三野町社会福祉センター

豊中町保健センター

仁尾町福祉会館

詫間福祉センター

高瀬町農村環境改善センター

山本庁舎

仁尾庁舎

財田庁舎

総務課　☎７３－３０００または各支所市民サービス課

（１２月受付分）
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人権課　☎７３－３００８または各支所市民サービス課人権相談

日　程 時　間 場　所

豊中町保健センター

財田庁舎

高瀬町農村環境改善センター

詫間福祉センター

仁尾庁舎

山本町農村環境改善センター

三野町社会福祉センター

１０:００～１５:００

　　４日（水）

５日（木）

９日（月）

１０日（火）

２０日（金）

２３日（月）

１３:３０～１６:００

日　程 時　間 場　所

農事相談

詫間福祉センター

仁尾庁舎

財田庁舎

農業委員会　☎６２－１１３７

　３日（火）

　４日（水）

６日（金）

１０:００～１１:３０

日　程 時　間 場　所

職業相談

上高野文化センター

上高野文化センター　☎62－2377

１６日（月）

健康課　☎７３－３０１４

１０:００～１２：００

１２:００～１３：３０

１３:００～１６：００

日　程 時　間 場　所

献血

２０日（金）

２６日（木）

三豊市役所

財田庁舎

広げよう献血の輪！！ご協力をお願いします。

（　）内は前月比

１６日（月）

　１月１１日、平成２１年三豊

市成人式がマリンウェーブで

開催されました。

　この式典は、新成人１４人

が企画・運営スタッフとして

参加。このスタッフが中心となって９月下旬から企画を練

り、一生の思い出となるすばらしい成人式を作ろうと、毎

月スタッフ会議を行ってきました。

　当日は、催し物として抽選会や記念品としてオリジナル

アルバムや当時給食にでた「ポンジュース」などを渡しま

した。また、受付や司会進行も新成人で行い、厳粛なムー

ドのなかにも、温かみのある成人式となりました。

表 紙

今 月 の
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豊中町図書館

高瀬中央保育所

「やったー！サッカーとポカポカ温泉！」

申し込み・問い合わせ　豊中町図書館　☎ ６２－６４３０▼

２月１４日（土）　午後１時３０分～日　時

ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

「将来について考える機会を」

豊中中学校

　豊中中学校では、２年生が自分の将来について「将来

どのような仕事をしているのだろう。どんな目標を持っ

ているのだろう」と考える機会としてキャリア教育に取

り組んでいます。このキャリア教育は、１人ひとりが主

体的に自己の進路を選択・決定できる能力を養ったり、

社会人・職業人として自立

できるように実践を行った

りしています。

　１２月には、『仕事のや

りがいや難しさ』について

の講演会を行いました。こ

の講演会で、自分自身の職

業観や勤労観を育み、職場体験学習に向けて関心や意欲

を高めることができました。

　そして、１月に職業体

験学習を行いました。生

徒たちが、市内を中心に

近くの商店や会社など３

０数カ所の事業所に分か

れて職場体験学習をしま

した。体験をした生徒た

ちは、緊張したことや興味深かったこと、大変だったこ

との感想を述べていました。

　本校では、さまざまな分野の人々の話を聞いたり、１

年生も職場見学を行ったりするなど、地域の皆さんの協

力によってこのキャリア教育を継続しています。

　自分の将来を考え、また、働いている人々のことも考

える貴重な機会を大切にしたいと考えています。

２月２２日（日）　午後２時～日　時

ストーリーテリング・影絵ほか内　容

　絵本は大人にとって

もステキな心の栄養剤。

忙しい毎日に、ホッと

心和むひととき…ちょ

っと手にとって癒され

てみませんか。

２月のおはなし会

大人のためのおはなし会

大人の絵本コーナーを設けました

　毎年、高瀬町内の幼稚園と保育所の５歳児がサッカー

をして交流を深めています。今年もキッズサッカー教室

の指導員から、ボールと仲

良くなる方法や蹴り方を教

えてもらいました。「すご

い！」「うまいなぁ」と褒め

られて子どもたちは、笑顔

いっぱいでした。初めて会

った友だち、久しぶりに再会した友だちとすぐに打ち解

け、緑ヶ丘サッカー場を元気に思いっきり走り回りまし

た。

　そのあと、お弁当を食べ、

たかせ天然温泉へ行きまし

た。自分の脱いだ服をロッカ

ーに入れ、みんなでワイワイ

とにぎやかに湯ぶねへ。友だ

ちと温泉に入るのは初めての

体験で、少し照れながら顔も体も真っ赤になるまで湯に

つかり、とても気持ち良さそうでした。

　高瀬中央保育所では、０歳から就学前の子どもたちがい

っしょに生活し、異

年齢や幼稚園・地域

の人とかかわる体

験を大切にしてい

ます。家庭ではで

きない貴重な体験

を通して、心豊か

で心身ともに健康

でたくましい子ど

もに育っています。
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